
６７

行政

NAVI

国
民
年
金

保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　

平
成
２５
年
４
月
か
ら
平
成
２６
年

３
月
ま
で
の
保
険
料
額
は
、
月
額

１
５
０
４
０
円
で
す
。

　

失
業
や
収
入
が
少
な
い
な
ど
の

理
由
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除

制
度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
、
未
納
の
状
態
で
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
が
困
難
な

場
合
は
申
請
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
の
期
間
は
、
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
該
当
す
る
免
除
額
に
よ
っ

て
算
入
期
間
は
異
な
り
ま
す
。
ま

た
、
年
金
の
受
給
額
を
計
算
す
る

際
の
期
間
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
。
な
お
、
納
付
猶
予
の
期
間
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
免
除
と
同
様

に
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
を
計
算
す
る
際

の
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

免
除
期
間　

７
月
か
ら
翌
年
の
６

　

月
ま
で
の
１
年
間

免
除
額　

本
人
と
配
偶
者
お
よ
び

　

世
帯
主
の
所
得
や
失
業
な
ど
の

　

状
況
に
応
じ
て
次
の
い
ず
れ
か

　

の
免
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
▼
全

　

額
免
除
▼
４
分
の
１
納
付
▼
２

　

分
の
１
納
付
▼
４
分
の
３
納
付

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

①
印
鑑

　

／
②
年
金
手
帳
や
納
付
書
な
ど
、

　

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

　

／
③
今
年
１
月
以
降
に
転
入
し

　

た
方
は
所
得
証
明
書
／
④
失
業

　

を
理
由
と
す
る
場
合
は
、
雇
用

　

保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し
ま

　

た
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

　

票
な
ど
の
写
し

申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項

　

を
記
入
し
必
要
書
類
を
添
え
て
、

　

役
場
住
民
福
祉
課
住
民
係
ま
た

　

は
白
河
年
金
事
務
所
に
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　

３０
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
と
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
※
平

成
２７
年
６
月
ま
で
の
特
例
措
置

　

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

学
生
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り

在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
家
族
の
所
得

に
つ
い
て
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

申
請
の
際
に
は
、
在
学
証
明
書

ま
た
は
学
生
証
の
写
し
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。
免
除
期
間
は
４
月

か
ら
翌
年
の
３
月
ま
で
の
１
年
間

で
す
。

　

免
除
や
納
付
猶
予
を
受
け
た
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
将
来
、
受
け

取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
ら
な
い

よ
う
１０
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

村
住
民
福
祉
課
住
民
係
☎
４

　

９
‐
３
１
１
３
／
日
本
年
金
機

　

構
白
河
年
金
事
務
所
☎
０
２
４

　

８
‐
２
７
‐
４
１
６
５

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

追
納
制
度

学
生
納
付
特
例
制
度

保
険
料
免
除
制
度

村
の
投
票
率
は

72･

36
％

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　

７
月
２１
日
に
執
行
さ
れ
た
第
２３

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
参
議

院
福
島
県
小
選
挙
区
選
出
議
員
選

挙
、
参
議
院
東
北
選
挙
区
比
例
代

表
選
出
議
員
選
挙
）
の
村
の
投
票

率
は
、
前
回
（
平
成
２２
年
７
月
11

日
執
行
）
の
７７
・
７６
％
を
５
・
４

ポ
イ
ン
ト
下
回
る
７２
・
３６
％
で
し

た
。

　

投
票
区
別
の
投
票
率
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■投票区別投票率

投票区 投票率（％）
男 女 計

鮫　川 73.21 72.38 72.79
西　野 76.05 77.42 76.75
西　山 72.69 70.45 71.56
富　田 70.55 70.31 70.44
渡　瀬 64.76 74.35 69.58
青生野 69.17 70.83 70.00
戸　草 74.39 70.13 72.33
計 71.90 72.82 72.36

　

ふ
る
さ
と
林
道
酒
垂
宝
木
線
が

６
月
２８
日
、
工
事
が
完
了
し
開
通

と
な
り
ま
し
た
。
工
事
は
平
成
２１

年
度
に
着
工
し
、
総
事
業
費
は
約

３
億
９
千
万
円
。
そ
の
う
ち
の
１５

％
と
な
る
約
５
７
０
０
万
円
を
村

が
負
担
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
林
道
酒
垂
宝
木
線

は
道
幅
が
狭
く
、
さ
め
が
わ
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
こ
と
に

よ
り
保
護
者
の
送
迎
な
ど
で
交
通

量
が
増
え
、
よ
り
安
全
な
道
路
改

良
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
道
路
は
全
体
延
長

１
・
８
㌔
、
幅
員
７
㍍
。
通
勤
・

通
学
が
よ
り
安
全
に
な
り
、
沿
線

地
域
の
利
便
性
の
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

安
全
性
、
利
便
性
の
向
上

ふ
る
さ
と
林
道
酒
垂
宝
木
線
開
通

日時●　月　日㊍
　　　午後７時３０分打ち上げ
場所●打ち上げ場所…国道３４９号
　　　バイパス・新宿トンネル付
　　　近／観覧場所…田中ニット
　　　㈱鮫川工場駐車場

８ １５

夏
の
夜
空
を
彩
る

鮫
川
花
火
大
会

問い合わせ　村商工会☎ 49-2171

■問い合わせ　村農林課☎４９‐３１１４

　村内で栽培・採取され
た農産物等の放射性セシ
ウム測定結果を公表しま
す。結果はあくまでも参
考値ですので、目安とし
てください。
　また、村では現在も放
射性物質の検査を受け付
けています。ぜひ、ご利
用ください。

【注釈】
①放射性セシウムは134と137
　の合算値です。
②検出限界値未満は「不検出」
　と表示しています。
③空欄は測定実績がありませ
　んでした。
④同じ地区で複数ある場合は、
　最小値と最大値を表示して
　います。

検査試料 赤坂西野 西　山 赤坂中野 東　石 富　田 渡　瀬 青生野

インゲン 不検出 不検出 不検出 不検出　
　～７ 不検出 不検出　

　～5
キュウリ 不検出　

　　～８ 不検出 不検出 不検出　
　～15 不検出 不検出 ６

キャベツ 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

ジャガイモ 不検出　
　　～６ 不検出 不検出　

　～13 不検出

タマネギ 不検出 不検出 ５ 不検出 不検出 不検出

トマト 不検出 不検出 不検出 不検出

ナス 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

ニンニク 不検出 不検出 不検出 不検出

ネギ 不検出 不検出

ブロッコリー 不検出 不検出 不検出 不検出

梅 不検出　
　　～６

不検出　
　　～８ 不検出 不検出　

　～12 不検出

大根 不検出 不検出 不検出

白菜 不検出 不検出

カボチャ 不検出 不検出 不検出

フキ 不検出 不検出 不検出

モロッコインゲン 不検出 不検出

６月１５日～７月1２日検査 [ベクレル/㎏］農産物等
放射性物質
測定結果

開通したふるさと林道酒垂宝木線

問
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気
に
夏
ら
し
く
な
っ
て

　
　
　

き
ま
し
た
。
で
も
、
実

家
の
神
奈
川
県
と
比
べ
る
と
ま

だ
ま
だ
過
ご
し
や
す
い
で
す
。

窓
を
開
け
て
お
く
と
涼
し
い
風

が
入
る
の
で
、
扇
風
機
も
使
っ

て
い
ま
せ
ん
。
何
よ
り
、
寝
苦

し
く
な
い
っ
て
素
晴
ら
し
い
。

　

そ
し
て
最
近
、
意
外
な
弱
点

を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
雨

の
日
の
夜
道
に
い
る
カ
エ
ル
。

夜
道
を
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳
ね
て

そ
こ
ら
じ
ゅ
う
に
い
て
、
車
で

ひ
い
て
し
ま
う
の
が
気
持
ち
悪

く
て
仕
方
な
い
で
す
。
歩
い
て

移
動
し
て
い
る
と
き
や
普
段
生

活
し
て
い
る
と
き
に
出
く
わ
す

分
に
は
何
と
も
思
わ
な
い
ん
で

す
が
、
な
ぜ
か
車
だ
と
気
持
ち

悪
く
て
仕
方
な
い
ん
で
す
。

　

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
夏
野
菜
が
旬

を
迎
え
て
、
我
が
家
で
は
冷
蔵

庫
が
容
量
オ
ー
バ
ー
一
歩
手
前
。

ど
う
し
た
ら
量
を
減
ら
せ
る
の

か
日
々
頭
を
抱
え
て
い
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
切
干
大
根
の
よ
う

に
干
し
て
み
た
り
し
て
い
る
の

で
す
が
、
何
か
い
い
手
は
な
い

も
の
で
す
か
ね
？

　

私
が
鮫
川
に
来
て
新
た
に
知

っ
た
夏
の
食
べ
物
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
シ
ソ
も
ち
」。
実
家

に
い
た
と
き
は
見
た
こ
と
も
聞

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
な
ぜ
シ
ソ
の
葉
で
挟
む
の

か
不
思
議
で
し
た
が
、
理
由
を

聞
い
て
納
得
。
カ
ビ
さ
せ
な
い

た
め
の
知
恵
だ
っ
た
と
は
。
昔

の
人
は
す
ご
い
で
す
。

　

夏
に
な
っ
て
道
端
で
見
ら
れ

る
も
の
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

キ
イ
チ
ゴ
や
コ
ウ
ゾ
の
実
、
車

で
は
あ
っ
と
い
う
間
に
通
り
過

ぎ
て
し
ま
う
の
で
、
気
づ
か
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
な
ん
だ

か
そ
れ
が
も
っ
た
い
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。
村
の
花
で
あ
る
ヤ

マ
ユ
リ
も
咲
い
て
い
る
の
を
見

て
、
私
の
身
長
よ
り
も
大
き
な

丈
に
た
く
さ
ん
の
花
。
切
り
花

の
ユ
リ
に
見
慣
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
こ
ん
な
風
に
大
き
く

て
、
た
く
さ
ん
の
花
を
つ
け
る

こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
鮫
川
に
来
て
初
め
て

ホ
タ
ル
を
捕
ま
え
ま
し
た
。
今

ま
で
ホ
タ
ル
を
見
た
こ
と
は
あ

っ
た
の
で
す
が
、
手
の
届
く
距

離
に
ホ
タ
ル
が
い
た
こ
と
は
な

い
の
で
捕
ま
え
た
の
は
初
め
て

で
す
。
電
気
の
光
よ
り
優
し
く

て
、
で
も
ろ
う
そ
く
の
火
の
よ

う
に
熱
く
は
な
い
。
ホ
タ
ル
の

光
っ
て
不
思
議
だ
と
間
近
で
観

察
し
て
思
い
ま
し
た
。

　

先
日
は
、
岩
野
草
の
「
卓
球

や
っ
会
」
に
お
邪
魔
し
て
き
ま

し
た
。
ま
さ
か
卓
球
で
あ
ん
な

に
汗
を
か
く
と
は
・
・
・
。
侮

っ
て
い
ま
し
た
。

２

１・２．関根のぶ子さん（西山）に「シソもち」作
　りを教えてもらいました。また一つ鮫川村の郷土
　食を学ぶことができました。

⾞移動は「もったいない」が  
いっぱいです。

３．ついつい探してしまうカエルたち。
４．あちらこちらでヤマユリが咲いてい
zz　ました。花の背の高さに驚きました。  

ｍｏｅ・ｒｙｏｋｕ／緑のふるさと協⼒隊・遠⼭陽⼦さんの鮫川村体験記

～興味は偉大なり～ Vol．４萌力

facebook はじめました。
「緑のふるさと協力隊 in 鮫川村」です。「いいね！」お願いします。

一３

４

１

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
に
よ
り
村
内
に
あ
る
放
射
性

物
質
に
汚
染
さ
れ
た
稲
わ
ら
・
落
ち

葉
な
ど
の
農
林
業
系
副
産
物
、
住
宅

除
染
な
ど
で
発
生
す
る
草
木
類
な
ど

を
焼
却
し
減
容
化
を
図
る
た
め
の

「
仮
設
焼
却
施
設
」
の
一
般
公
開
が

７
月
１８
日
、
同
施
設
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

同
日
午
前
中
に
は
、「
鮫
川
村
仮

設
焼
却
炉
監
視
委
員
会
（
以
下
、
監

視
委
員
会
）」
が
施
設
の
監
視
お
よ

び
排
ガ
ス
の
採
取
に
立
ち
会
い
ま
し

た
。
ま
た
、
井
上
信
治
環
境
副
大
臣

が
視
察
に
訪
れ
た
ほ
か
、
報
道
関
係

者
に
も
公
開
。
続
い
て
午
後
に
は
、

村
民
お
よ
び
近
隣
市
町
村
住
民
の
希

望
者
約
５０
人
が
焼
却
炉
や
排
ガ
ス
設

備
（
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
）、
焼

却
灰
の
セ
メ
ン
ト
固
型
化
室
な
ど
の

施
設
を
見
学
し
、
環
境
省
の
担
当
者

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

昨
年
１１
月
に
建
設
を
開
始
し
た
同

施
設
は
、
一
部
の
地
元
住
民
か
ら
反

対
署
名
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
今
年
２
月
に
工
事
を
一
時
中
断
。

　
　

そ
の
後
、
地
元
住
民
を
対
象
と
し

た
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
大
方

の
皆
さ
ま
の
理
解
が
得
ら
れ
た
と

し
て
５
月
に
工
事
を
再
開
し
、
７

月
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

７
月
１６
日
か
ら
１８
日
ま
で
の
３

日
間
、
実
際
に
放
射
性
物
質
に
汚　

染
さ
れ
た
農
林
業
系
副
産
物
を
焼　

却
し
、
焼
却
状
況
を
確
認
し
な
が　

ら
施
設
の
連
動
の
調
整
な
ど
を
行　

う
「
負
荷
確
認
運
転
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
一
般
公
開
が
行
わ
れ
た

　

１８
日
に
は
、
１
㌔
グ
ラ
ム
当
た

り
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
程
度
の
牧
草

と
５
８
０
０
ベ
ク
レ
ル
程
度
の
稲

わ
ら
の
混
合
物
０
・
９１
㌧
を
焼
却

し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
は
、
７
月
２６
日
に
環

境
省
指
定
廃
棄
物
対
策
チ
ー
ム
か

ら
監
視
委
員
会
に
報
告
さ
れ
、
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
バ
グ
フ
ィ
ル

タ
ー
処
理
後
の
排
ガ
ス
中
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
は
、
管
理
値
１
立
方
㍍
当

た
り
２
ベ
ク
レ
ル
に
対
し
て
検
出
下

限
値
１
立
方
㍍
当
た
り
０
・
６６
ベ
ク

レ
ル
以
下
で
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
仮
設
焼
却
施
設
周
辺
の

空
間
線
量
は
下
表
の
と
お
り
で
、
確

認
運
転
が
ト
ラ
ブ
ル
な
く
安
全
に
行

わ
れ
た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
８
月
中
旬
に
本
格
運
転

に
入
る
予
定
で
す
。

　

本
格
運
転
開
始
後
は
、
１
日
当
た

り
１
・
５
㌧
を
焼
却
し
、
約
２０
カ
月

か
け
て
村
内
の
汚
染
さ
れ
た
稲
わ
ら

や
堆
肥
な
ど
、
約
６
０
０
㌧
を
焼
却

し
減
容
化
を
図
り
ま
す
。引
き
続
き
、

事
業
者
や
監
視
委
員
会
が
定
期
的
に

空
間
線
量
お
よ
び
排
ガ
ス
の
放
射
性

物
質
測
定
を
行
い
、
安
全
性
を
確
認

し
な
が
ら
運
転
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
そ
れ
ら
の
測
定
結
果
に
つ
い
て

は
、
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

仮
設
焼
却
施
設
一
般
公
開

施
設
安
全
対
策
を
確
認放射性物質に汚染された稲わらなどを減容化するための焼却炉

■仮設焼却炉周辺の空間線量（７月１８日実施）　　[μSv/h]
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
測
定
値

測定箇所 測定値

仮
設
焼
却
炉
周
辺
の
測
定
値

測定箇所 測定値
仮設焼却炉入口 0.12 施設西側 120ｍ 0.18

青生野小学校 0.13 施設北側 120ｍ 0.21

朝日山登山入口 0.13 仮置場看板付近 0.09

青生野肥育組合 0.16 石久保線起点 0.18

鹿角平観光牧場 0.11 石久保線終点 0.17

施設東側 120ｍ 0.13 和協管理棟付近 0.18

施設南側 120ｍ 0.16
※毎週金曜日に仮設焼却炉監視委員会が測定を実施し、結果を公表します。




